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ただの真面目で面白みのない平々凡々な生徒でしたが、学校生活で印象に残っているのが、学習院院長だった安倍能成

先生です。哲学者で第一高等学校（現在の東大教養学部）校長や文部大臣を務めた安倍先生はリベラルで穏やかな方で、
始業式や終業式の訓示では、いつも「正直であれ」とおっしゃっていました。虎屋の経営者になって「公平・公正」「嘘
をつかない」といった当たり前のことを口にしてきましたが、安倍先生のメッセージが心のどこかに残っているのかもし
れません。東京・赤坂の自宅から歩いて 15分くらいの距離に和菓子を作る工場があります。衛生管理が厳しい今では許
されないことですが、子供の頃、工場に行くと、和菓子を作っていた職人さんが「よくきたね」と言って、キャッチボー
ルをしたり、即興で動物の形の和菓子を作ってくれたりしました。職人さんの手から亀の形のお菓子がだんだんと出来上
がるのを見て「わぁ！」と驚き喜んだ記憶があります。 中学時代、リーダーシップとは何かを考えさせられた出来事が
あった。ボーイスカウトの方たちと一緒に山でキャンプをする行事がありました。私は小中学生が交ざった班のリーダー
に指名されました。飯を炊くため、まき拾いや水くみを指示するのですが、班のメンバーたちはなかなか動こうとしない。
ならばと自分が率先して作業をしました。自分自身では「うまくやれた」と内心思っていたのですが、その後の講評でボ
ーイスカウトの指導者から「君はリーダーの役割を果たしていない。自分で働いている。それはリーダーとしては失格
だ」と指摘されたのです。どのようにうまく動いてもらうかを考えるのがリーダーであって自分で動いて満足するのは違
うのだと。後々、大学での部活や会社において役職に就いた時に、この教訓が生きましたね。大学を卒業して富士銀行
（現みずほ銀行）に入行し、仕事のイロハから学んだ。虎屋を継ぐという意識は幼い頃は全くありませんでした。大学 4
年の時に父から「会社を継ぐまでは好きなことをやっていいぞ」と通告され、そこで初めて「やはり自分は虎屋を継ぐの
だな」という意識が生じました。父も虎屋に入るまでは国立の研究機関で日本美術を研究していました。息子にもその時
が来るまで好きなようにさせてやりたかったのでしょう。私はいつか虎屋に関わるのならお金の流れを知っておくのも悪
くはないと、銀行を選んだのです。最初の配属は浅草橋支店。集金が新人の仕事で、駅に集金に行き、紙幣や硬貨でずっ
しりと重い袋を持って支店に帰る。別の銀行に就職した友人の中には毎日同じことの繰り返しで「金勘定なんて嫌だ」と
いう者もいましたが、私はつらいとも思わず楽しくやっていました。当時は宿直勤務があり、正月に泊まり込んだのは懐
かしい思い出です。銀行には 3年半いました。 
平岡和矩コメント  今回の黒川氏は、学習院大学のＯＢです。知らない方は、めったにいませんが、どんなカラーの大学かとなると、

ほとんど皆無に近い形（イメージ）でしかリターンできないのが実情です。そのようなわけで、学習院大学の校風を一口で語る上で格好の語

り口で語ったＯＢの黒川氏の例が日本経済新聞に掲載されていましたので、一文をご紹介させて頂きます。 

五心＝感謝・反省・謙虚・奉仕・素直 
 

虎屋会長 黒川光博さん 創業500年からの革新人間発見・・9月29日日経

 

志志志魂魂魂商商商才才才 
「「「ほほほんんんまままかかか、、、なななんんんでででややや」」」 

９月２３日、広島の指導先南工（株）

役員一同により、86歳の祝福を頂きま

した。現役で仕事活動ができているこ

とに喜びと感謝・感謝です。 

1943年に黒川家の長男として生まれた。
小学校は学習院初等科に入学し、大学卒業
まで学習院に通った。幼い頃から和菓子は
身近にあった（学習院初等科に入学する前
の幼少時） 



社員一人ひとりが会社の空気づくりの担い手 
 
第２象限「緊急でないけど重要」項目を毎日書きだそう！ 

9月号の続き      

 

 

 

 

 

 

 

 

意識するから、手を付けられるようになる？ 

 ではどうすれば、「緊急でないけど、重要な仕事」に手を付けられるか？答えは「意識する」ということなのです。

毎日、毎週緊急な仕事をやりながらも、「緊急でないが重要な仕事」を割り込ませる。やる時間を取るようにすると

いうことです。 

 そのためには、自分に対して「これは重要な項目だ」と言い聞かすことなのです。そうすると、自分にとって重要な

のだという感覚を持ち出し、行動を起こすのです。 

私の実例は出版です。 

 私にとって「緊急ではないが重要」という項目の一つは、出版でした。質問型営業という新しい営業法を世の中に

普及するためには、私は戦略的に出版が非常に重要だと10年以上前から思っていました。なぜなら、私は「本は

営業マン」だと思っていたからです。本は質問型営業の効果を興味ある人に私の代わりに営業してくれるからです。 

私は出版を毎年の重要目標として持ち、毎月の中に企画、出版の交渉、執筆時間などを組み込んだのです。そ

の為に、「毎年毎月の目標に入れ、毎日意識すること」をやってきました。結果として、10年で15冊を出版し、質問

型営業の本は20万部販売され、営業に携わる人なら質問型営業と言えば聞いたことがあるというぐらいまで認知

されるようになってきました。 

このように言うと「あなたに、そのような出版の話があったのだろう」と言われるかもしれませんが、実際に出版

社から出版の話があったのは、15冊の中で1冊だけです。あとは、私の質問型営業のノウハウで出版社にすべて

私が営業をかけたのです。今年もこの方法で9月に16冊目ができました。 

意識の為に「書く」ことをお勧めします。 

 では、「今年、今月の目標に出版の目標を入れ、毎日意識すること」にために、何をすればいいのか？私自身が

自分自身で実践し、研修でも指導しているのが、「今年、今月の目標を毎日書く習慣」です。やらないといけないと

わかっていることを行動に起こすようになるためには意識が必要です。その為に一番いいのは「書く」ことです。そ

れも毎日、書くことです。 この効果は絶大です。ただし、それはこの方法を身に付けるには、効果を実感すること

が必要です。そのメリットを感じ、自らが行えるようになると、部下に対しても粘り強く指導できるようになるのです。

ぜひ、良ければチャレンジしてみて下さい。 

 

チームの一員として誇れる仲間たち
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問題の本質は、ニッチトップ志向の粘り強さ 
 

 
 

月 日 セ ミナ ー イベント名 テーマ 場所 

 
10月 

 

２１日（水） 

 

13：30 

～ 

16：00 

 

 

第３９４回 

夢テク研究会 

 

ご参加は、メールに

て、必ず、申し込みを 

お願い致します。 

 
＜テーマ＞強みを徹して本物の強みにつなげるチ
ャレンジ、チャレンジ、アンド、チャレンジ体験に優る

トアイアルはない 

下記で、おねがいいたします。 

Zoom ミーティング 
ID ９２５－１１０２－９０５６ 
㍶ ８０６６７２５２ 

 
Ｚｏｏｍ に

て開催 

 

１１月 

 
１８日（水） 

13：30 
～ 
16：00 

 
第３９５回 

夢テク研究会 

 
＜テーマ＞チーム力で勝つチームづくり 
「確率と持続力」で勝つ勝ち方、こだわって一戦一
戦を大事に成果を出して納得の行く価値で、悔い

を残さないチームづくり 

 

Ｚｏｏｍ  

コロナ状

況により、

綿業会館 

 

 

１２月 

 
１８日（水） 
１３：３０ 
～ 
１６；００ 

 
第３９６回 

夢テク研究会 

 
＜テーマ＞価値創造という視点を持て 
＊ＤＸで何をするかが不明確な企業が多い 
＊業務効率化だけがＤＸの目的ではない 
＊データに答えを求めずあくまでヒントに 

 

Ｚｏｏｍ  

コロナ状

況により、

綿業会館 

 

 

  

 

 
 

 

  

 
 

 

 

 
＜ＫＳＫ成功法＞ 

 

ワンチームを軸とする勝ち方をマスターすれば、チームとしての勝率は必ず 
上がっていく。 

≪勝ち残るには、独自化のシステム作りが必須要件≫ 
１、夢テクの入り口は、違いづくりが先決要件 

今、チャンス到来・・・時流対応がテーマ
２、違いこそオンリーワン戦略の中核システム 
３、オンリーワンへのアプローチは違い、すなわち、差別化ではなく差異化作戦 

を徹底すること 
４、オンリーワン作戦の手順は、比べて競って追い抜く戦略理念をタテ掘りすること 
５、戦略は、一点突破のプロジェクト・チームを組んで勝ち方をパターン化すること 
６、成功戦略を固め仕組み化に取り組み勝つまで粘り強く反復連打すること    
７、成功するには、失敗から学び、勝つまであきらめないこと 

以上。 
 

笑顔と感謝が会社の空気をつくる 



問題の本質は、ニッチトップ志向の粘り強さ 
 

 

年 会 員 入 会 更 新 の お 知 ら せ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＫＳＫは、時代と共に進化します！！！ 
下記の通り、コロナ騒動により、セミナーの在り方の見直しを決断致しました。 

１．法人年会員様 
①コロナ終息宣言まで、セミナーは、すべてZOOMセミナーとし、無料といたします。 
②毎月25日発行の「夢テクの世界」と「コメント」は、従来通りの企業様のお役立情報冊子送付 
③夢テクセミナーの欠席者には、セミナー時使用の資料の送付 

２．個人年会員様 
①コロナ終息宣言まで、セミナーは、すべてZOOMセミナーとし、無料といたします。 
②25日発刊「コメント」のみ 
③夢テクセミナーの欠席者には、セミナー時使用の資料の送付 

３．一般のお客様は、コロナ終息宣言まで、「夢テクセミナー」のZOOM参加者は、ksk@yumeteku.com
までご連絡ください。         一人＝１,000円です。 

４．経営相談は、綿業会館会議室かｚｏｏｍにて。 
綿業会館の場合は、2週間前までにご連絡下さい。お待ちしております。 

５．ZOOMセミナーの出欠と会議室使用時も、すべて、メールにてお願い致します。 
ksk@yumeteku.comまで。 
開催後日、お振込みをお願い致します。 

★核づくり・夢テクセミナーの振込先 
みずほ銀行 船場支店 普通口座 1684704 
名義（株）ケー・エス・ケー夢テク研究所 交流会 

 

ブランディングとは、自事業と向き合う真摯な態度と、将来へのロマンをいう 

≪法人会員≫ 
入会金 30, 000円 

年会費 120,000円 

《個人年会員》 

入会金 → 5,000円 

年会費 → 50 ,000円 

税別・入会金はいずれも初年度のみ 
ZOOMセミナー無料 

≪法人会員更新≫ 
(株)岩田建設様 岩田修一 

 【令和２年１０月】更新 
 
《個人会員》 
       様 
【令和  年  月】 

更新・新規入会情報は、発行日前日締め 
 

コロナ禍は、経済優先へ無事移行しておりますが、まだまだ、問題山積、首長も無事、予想通りの菅総

理大臣となり、何と無く落ち着いた感ありです。しかし、トランプ大統領の感染と早期退院は？？？で、

物議を醸し出し、アメリカは、両陣営が、疑心暗鬼？さて、11月どうなることか？興味津々です。日本に

とっても当然ながら、多大な影響ありです。しかし、「日常をしっかりと足元大切に、未来に希望を 
持ちながら生きねばなりません」と心して生きていたいと思っている今日この頃です。 

ksk@yumeteku.com または、０９０―３４８５―５５７５ 平岡外喜子まで 
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